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1. はじめに
２０１５年４月に子ども子育て支援新制度が

施行され、自治体には子育て中のすべての家
庭を支援することや認定こども園の改善を図
ること、多様な保育の確保により待機児童の
解消に取り組むこと、地域の子育て支援を充
実することなどが課せられた。

これまで幼児期の教育を行うのは「幼稚園」、
教育を含めた保育については「保育所」と、
それぞれの施設において幼稚園教育要領、保
育所保育指針に則り教育や保育が行われてき
た。子どもを預ける施設は、主に保護者が就
労している場合は保育所、保護者が就労して
いない場合は幼稚園と、保護者のニーズによ
り選んでいた。その後、幼保連携型認定こど
も園が学校および児童福祉施設として法的に
位置づけされたことで、保護者の就労の状況
に関わらず０～５歳児が、同じ施設で教育や
保育を一体的に受けることができることとなっ
た。今まで保護者が仕事を辞めると保育所を
辞めなければならなかったり、就労することに
なると幼稚園を辞めなかったりすることがあっ
たが、こども園では保護者の働き方が変わっ
ても卒園するまで同じ施設で過ごすことがで
きる。子どもにとっても保護者にとっても、環
境が変わることなく継続して園生活を過ごすこ
とができるので、いずれ働くことを視野に入れ
ている保護者にとってもニーズに合い選択する

要因の一つとなっている。
２０１４年に告示された「幼保連携型認定こ

ども園教育・保育要領」では、教育及び保育
の基本の中に、乳幼児期における教育及び保
育は、子どもの健全な精神の発達を図りつつ
生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なも
のであり、幼保連携型認定こども園における
教育及び保育は、就学前の子どもに関する教
育、保育等の総合的な提供の推進に関する法
律（認定こども園法）に規定された目的を達
成するため、乳幼児期の特性及び保護者や地
域の実態を踏まえ、環境を通して行うもので
あることを基本とし、家庭や地域での生活を
含め園児の生活全体が豊かなものとなるよう
に努めなければならないとされている。これら
を踏まえて、それぞれの園ではすでに行われ
ている教育課程や指導計画を見直しながら更
に質の高い教育・保育を実施することを課題
として取り組んでいる。

習志野市には２０１７年に幼稚園と保育所
を統合した公立こども園が３園あり、更に
２０１９年４月に２園が開園し５園となった。

１園目のこども園が開園した際に幼稚園と
保育所の教育や保育を一体的に進めるため
に、幼稚園、保育所、こども園と市の担当課
により「就学前保育一元カリキュラム」を作成
し、必要に応じて改訂を実施してきた。

こども園ではそれまで２年保育であった短
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時間児（２号認定）を２０１９年度から新たに
３年保育とするため、前年度より新３歳児の
保育一元カリキュラムの検討がなされてきた。
そこで、保育一元カリキュラムを基本としたこ
ども園の指導計画を考えてみることとする。

２. 保育一元カリキュラムに込められた内容
習志野市では市内公立幼稚園、保育所、認

定こども園において就学前保育一元カリキュラ
ムを作成している。市内で統一して作成した
カリキュラムには、同じ地域に住む子どもたち
がどの施設に在籍していても等しく同じ内容の
教育・保育を受けることができるという理念が
込められている。このカリキュラムに則って各
施設が教育・保育を一体的に行うことにより、
就学前の子どもたちに質の高い教育・保育を
実施することができる。その結果同じ地域の
小学校に就学する１年生は、地域や教育に格
差のない状態で小学校生活をスタートさせる
ことができる。更に、幼保小連携教育も長く
進められており、就学前施設（幼稚園、保育所、
こども園）と小学校の連携に保育一元カリキュ
ラムは重要な役割を担っている。

（１）就学前保育一元カリキュラムの理念
保育一元カリキュラムの理念には次の３点

が述べられている。
①すべての就学前の子どもたちの人権を尊

重し、保育所・幼稚園、こども園が家庭、
地域と共同して「子どもたちが、基本的
安全感、健康で文化的な生活、豊かな
遊びを保障されて、心身の調和のとれた
発達をし、健全な人間形成の基礎を培う」
ことを実現する。

②保育所・幼稚園・こども園と家庭、地域
とが「子育てパートナーとして互いに信頼
し、子育ての場を共有し、子育ての情報
を交換し、相談し、交流することによって、
子どもを中心に様々な体験をする」こと
を実現する。

③保育所・幼稚園・こども園が、家庭、地
域の参画、参加を得ながら、「安全な環
境、確かな保育、オープンな運営を目指

すことによって信頼され、子育てにおいて
安心できる地域の中核的専門機関となる」
ことを実現する。

（２）教育・保育計画
それぞれの地域性や施設の設置状況、子ど

もや保護者の状況等に応じた計画でなくては
ならないことに鑑みて、項目を共通化して各施
設の教育・保育計画書が立案することを示し
ている。

（３）指導計画の考え方
乳幼児の発達の特性を考慮して、２歳未満

児については、月齢別指導計画、２歳児から
５歳児までは期別指導計画とした。
・月齢別指導計画

発達のみちすじに沿った指導計画である。
子どもを個として捉え、その月齢に応じた望ま
しい保育の在り方や育てるべき姿をねらいとし
てつくられた計画となっている。
・期別指導計画

２歳以上の子どもが集団としてクラスを中心
とした生活や活動を展開いていくための計画
となっている。

０歳児から１歳児については、個の発達に
応じた保育が基本となるため、月齢別指導計
画を指導計画とする。

２歳児については、年齢としては個が基本
となるが、成長過程の中で小集団としてクラス
保育が可能となってくることから、期別指導計
画についても立案している。各施設の子ども
の状況によって、月齢別指導計画と期別指導
計画のどちらかを選択する。

３歳児以上については、個を基本としなが
らもクラス保育が主になることから期別指導計
画とする。

評価については次のように考える。
・保育を振り返り、その保育の過程を反省・

評価し、次の指導への改善・予測を確かな
ものにしていくことができるようにする。

・ねらいは子どもの活動にふさわしいもので
あったか。

・内容についての活動計画は適切であった
か。活動については、子どもたちが主体的
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に取り組めたか。
・養護については、子ども一人一人の発達を捉

えて援助できたか。特に基本的生活習慣の
形成状況はどうか。

・子どもの姿はどうだったか。一人一人の子ど
もについての理解は十分か。

・環境構成については、素材や遊具は適切で
あったか。子どもの活動について適切な援
助ができたか。

・保育者同士の共通理解と協力体制はどうで
あったか。

・地域や家庭との連携、保護者との信頼関係
について一人一人に視点を当てて考える。

３．指導計画作成における留意点
幼保連携型認定こども園教育・保育要領に

は、指導計画の考え方として次のように述べら
れている。

幼保連携型認定こども園における教育及び
保育は、園児が自ら意欲をもてって環境と関わ
ることによりつくり出される具体的な活動を通
して、その目標の達成を図るものである。

幼保連携型認定こども園においてはこの考
えを踏まえ、乳幼児期にふさわしい生活が展
開され、適切な指導が行われるよう、調和の
とれた組織的、発展的な指導計画を作成し、
園児の活動に沿った柔軟な指導を行わなけれ
ばならない。

そこで指導計画作成に当たっては、保育一
元カリキュラムを主としながら次の点について
考慮して園独自のものを作成することが大切
であると考える。
①乳幼児期の発達の特性を踏まえること
　０歳から就学前までの発達を踏まえ、園児

一人一人にふさわしい生活が展開されるよう
にすることで発達が促される。

②地域社会との関りを考慮すること
　地域社会との連携を大事にして、地域の　

の人々や文化などを取り入れていく。園が地
域の力を借りたり、園児と地域の人々とが
交流したりすることにより、その地域で育
つ子どもたち及び保護者が豊かな生活体験

をできるようにする。
③一人一人の実態に応じた計画の立案
　こども園では保護者の保育の必要性により

乳幼児が入園する年齢や時期がそれぞれ違
う。幼児組では１号認定の子どもたちが集
団生活を始める時期には多く幼児が入園し
てくるので、継続児や転入児など多様な生
活経験の幼児が園生活を送る上で、特に配
慮が必要である。
これらのことを考慮した上で指導計画を立

案することが大切である。

４．３歳児の指導計画
２０１９年度から習志野市立幼保連携型認

定こども園では、それまで短時間児（１号認定）
の幼児は２年保育であったが、３年保育となり
３歳児から入園できることになった。

２０１８年度までは、３歳児は長時間児（２
号認定）のみであったため、４月当初の指導
計画では継続児と新たに他の保育所・こども
園からの転入児及び３歳で初めて長時間児と
して入園してくる新入園児が共に生活をする
際の配慮事項を考えた内容であった。しかし
２０１９年度は新たに短時間児が入園してくる
ことになるため、４月当初の一人一人の生活経
験の差を考慮した指導計画を立案することが
必要となった。

そこで、前年度までの指導計画を見直し新
たに新入園児の実態を考慮し、４月から５月
にかけてのねらいや配慮事項を加えていくこと
とした。

ねらいについては、子どもの発達や特性を
理解した上で、生活を通して子どもに育んで
いってほしい資質、能力と考える。また、内
容については、ねらいを達成するために、子
どもに経験してほしいことと考える。

ここに取り上げた幼保連携型認定こども園
はの３歳児２クラス合わせて長時間児２４名、
短時間児２２名、合計４６名の内訳は次のよう
になる。２歳児（１学級）から進級した３園児
が１４名、他の施設から転入してきた園児が５
名、新入園した長時間児が５名、新入園した
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短時間児は２２名である。

＜２０１９年度３歳児第１期４月～５月＞

子どもの実態
・新入児は、保護者と離れることへの不

安を感じ、したいことやしてほしいこ
と、思ったことなどを言葉で十分に表
現できず、泣いたり怒ったりして訴え
ようとする姿が見られる。

・進級児は、進級した喜びで気持ちが弾
んでいる半面、環境が変わり、更に新
しい友達が増えたことによって落ち着
かない様子が見られる。

・新しいクラスでの生活（排便、手洗い、
所持品の始末など）について、環境の
変化に戸惑いが見られる。

・友達と一緒にいながら、一人遊びをし
たり、並行遊びをしたり、時には友達
と触れ合いながら遊んだりする。

ねらい
教育
・園生活の流れを知り、喜んで登園する。
・保育者やに不安や欲求を止めてもらいな

がら親しみをもち、新しい環境に慣れる。
・園の遊具や玩具に興味をもち、自分の

好きな遊びを楽しむ。
養護
・ゆったりした雰囲気の中で、一人一人

の気持ちを受容し、情緒の安定した生
活ができるようにする。

・午睡など、適切な休息を取り、心身の
疲れを癒して、集団生活による緊張を
緩和する。

内容
〇クラスの担任や友達が分かり、親しみ

をもつ。
・保育者との触れ合いを通して、園生活

に少しずつ慣れる。
・保育者のそばにいたり一緒に遊んでも

らったりすることで安定する。

・保育者や友達と一緒に遊ぶ。
〇保育者の手助けにより、食事、排泄、

手洗いなど基本的な生活の仕方を知る。
・身の回りのことを保育者と一緒に行お

うとする。
・自分の印（マーク）を知り、自分の所

持品の場所や食事の席(位置)が分かる。
・自分の席が分かり、決まった場所で友

達や保育者と一緒に食事をする。
・安心して午睡ができるようになる。
・遊んだ後の片付けを保育者と一緒にす

る。
〇毎日の生活の中で簡単な挨拶をする。
〇好きな遊びを楽しむ。（ままごと・砂

遊び・積み木・ブロック・粘土など）
〇保育者や少人数の友達と一緒に追いか

けっこやわらべ歌遊びをする。
〇保育者に絵本を読んでもらったり、友

達と一緒に紙芝居を見たり話を聞いた
りする。

〇音楽に親しみ、聞いたり、歌ったり、
体を動かしたりする。

〇固定遊具や砂場、三輪車などの遊具の
使い方や遊び方を知る。

〇飼育動物や植物の様子に興味をもった
り、保育者が世話をする様子を見たり
する。

環境構成及び援助と配慮
・施設内の保険的な環境に十分留意し、

快適に生活できるようにする。
・一人一人の子どもの健康状態や、発育・

発達状態を把握し、いつもと違うと感
じる場合は速やかに適切な対応をする。

・安定した生活ができるように、家庭と
の連携を図っていく。

・食事は摂取量に個人差が生じ、偏食が
出やすいので、一人一人の心身の状態
に応じて量を加減するなど、無理なく
楽しく食事が摂れるようにする。

・子どもの気持ちを温かく受け入れ、優
しく言葉掛けをするなど保育者と一緒
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５．評価
新入園児が入園し、指導計画に沿って短期

計画（週日案）を立案し実践した結果、次の
ことが分かった。
(1) 子どもの実態について
・新入園児（短時間児）は、園生活が始まり

それまで過ごしていた家庭生活からの環境
の変化に対して不安になる様子が見られる
とと捉えていた。実際には朝保護者から離
れる際に不安そうな様子や保育中に保護者
を思い出して泣く様子などが見られた。しか
し、園生活の喜びや楽しさを感じるように
なると、予想したよりも早い５月には、園生
活に慣れて自分で遊びを見つけて取り組む
様子が見られた。

・２歳から継続して進級した長時間児は、そ
れまで１クラスだったが２クラスにに分かれ
たり、保育室が２階に変わったりするなどし
て環境の変化に戸惑うことが予想された。
実際には、それらの不安の他に、短時間児
が降園する様子に戸惑ったり自分も帰りた
いと不安になった利する姿が見られた。そこ
で短時間児の降園の際の分離の仕方を配慮
し長時間児が午後の時間を落ち着いて過ご
すことができるようにした。

（２）ねらいについて
・４月～５月は「生活の流れを知り喜んで登園

する」としたが、実態から考えるとやや高かっ
たので「安心して登園する」に変えるとよい。

にいることで、安心できるような関係
をつくる。

・経験の差が大きいことや多人数である
ことを考慮し、実態に応じて少人数に
分かれたり保育者間で連携を図り、
個々に対応したりするなど工夫し、情
緒の安定を図る。

・自分の場所が分かるように靴箱などに
印（マーク）を付け、安心して持ち物
整理ができるようにする。

・一人一人の好きな遊具や発達に合った
遊具を十分用意し、保育者と十分に触
れ合える時間や場を保障する。

・好きな遊びを見つけられるように一緒
に遊んだり、遊びに目を向けられるよ
うに誘ったりする。

・生活の仕方や必要なきまりを丁寧に伝
えていく。

・新入園児だけでなく、進級児の不安も
受け止め、これまで好んで遊んできた
玩具や興味のある玩具を用意するなど
して安心して遊べるようにする。

主な活動
〇戸外遊び　体操・固定遊具・砂遊び・

三輪車・虫探しなど
〇室内遊び　ブロック・プラレール・粘土・

のり・描画・ままごと・絵本・塗り絵・
紐通しなど

〇集団遊び　あぶくたった、おおかみさ
んなど

〇制作　こいのぼり
〇自然との関わり　花壇の草花を見る、

虫探しなど
〇歌・手遊び　こいのぼり、ぶんぶんぶ

ん、せいいせいとおともだち、あおむ
し、はちべえさんんとじゅうべいさん、
ぱんやさん、おべんとうばこ

〇絵本　はらぺこあおむし
〇体操　アンパンマン体操、エビカニク

ス、サンサン体操など

家庭との連携
・環境の変化により心身の疲れが出やす
い時期なので、１日の様子をできるだけ
細かく知らせると共に、家庭でゆったり
過ごすことができるように伝える。
・保護者の不安な気持ちを受け止め、安
心感がもてるようにする。
・懇談会や送迎時に子どもの様子を伝え
ると共に、家庭での様子を聞き保護者の
気持ちを受け止めながら信頼関係を築い
ていく。
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（３）内容について
・登園時や降園時の活動については、５歳児
（年長組）がやり方を教えたり、２階から園
庭に降りる手伝いをしたりした。５歳児が３
歳児とペアになり丁寧に関わってくれること
で、３歳児は安心感をもつことができた。
また、５歳児にとっても自分の力を発揮した
り、年下の子どもに優しくしよう、手伝って
あげようという気持ちをもつことができ、自
立心や人と関わる力の育ちにつながった。

（４）環境構成及び援助と配慮
・生活の仕方や固定遊具のルールなどの決ま

りを知らせる際は、言葉に加えて、絵カード
や写真などの視覚教材を用いたことで、よ
り理解につながることが分かった。

（５）家庭との連携について
・生活面では、着替えを一人で行うことが難し

かったので、家庭に協力してもらい共に進め
ることで、すぐに一人でできるようになった。
園生活だけでなく家庭に実態を伝えて一緒
に教えていく家庭との連携が大切である。

・食事については、給食に慣れるには時間を
要する。特に短時間児は起床時間や家を出
る時間などが長時間児とは違い、給食への
意欲も個人差があるので個々の実態に応じ
た援助を行うことが大切である。給食に慣
れている長時間児の給食の準備や待つとき
の様子は、短時間児には大きな影響がある。
すでに身についている友達が見本となり大
きな刺激になっている。

６．まとめ
（１）担任との信頼関係づくり

初めて短時間児の３歳児が入園し、それま
でのクラスが２つに分かれたり先生や保育室
などの環境が変わることは、長時間児にとっ
て大きな変化であった。４月１日の進級時から
短時間児や新入園児が入園してくる入園式ま
での日々は、長時間児は新しいクラスの先生
や友達とじっくりと過ごすことができる期間で
ある。決して多くはないこの日 （々約１０日間）
を、担任は一人一人と丁寧に関わり信頼関係

をつくれるような配慮を大事にしていく。また、
長時間児の保護者とも個人の連絡ノートで子
どもの様子を伝えたり、保護者の思いを把握
したりするなどして信頼を得られるような配慮
が大切である。

（２）環境
環境面では、日々生活する保育室や長時間

児だけが過ごす時間帯の保育室、預かり保育
での保育室の使い方などは、子どもの心身の
安定を重視して環境を考慮することが必要で
ある。短時間児と長時間児の分離の際は、特
に子どもが不安にならないような分離の仕方
が必要となる。保育室の位置や建物の構造か
らも、子どもの動線を考えた分離を考慮し安
心して生活できる環境を整える。

（３）ねらいについて
こども園では、養護と教育を一体的に進め

ているが、指導計画において養護と教育をど
のように表すのかについての検討が今後必要
である。それぞれをねらいに書き入れて分け
ているところもあるが、養護は保育者が配慮
すべき事項として捉え、ねらいは育みたい資質・
能力の 3 つの柱を育成することを基本に考え
ると整理されてくる。

３歳児の指導計画から乳幼児期にふさわし
い教育・保育が展開されるための指導計画を
どのように見直したらよいかに取り組んだ結
果、こども園では入園の時期が個々により違
いがあることから、一人一人の生活経験や実
態を考慮した環境構成や保育者の配慮が必要
であることが明らかになった。反省したことや
評価を生かして指導計画に修正を加え、年度
末には次年度の計画が作成できるようにする
ことが課題である。

保育一元カリキュラムに沿って指導計画を
見直すことは、質の高い教育・保育を行うた
めのベースとなる。子どもの育っている力、こ
れから育てていきたい力を明らかにして乳幼
児期にふさわしい生活が展開され適切な指導
が行われるための指導計画が大切である。子
どもの実態を見極め活動に沿った柔軟な指導
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保育一元カリキュラムから指導計画を考える

ができるような指導計画の立案・実践・評価・
修正案の作成を園全体で取り組んでいくこと
が大切である。
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